
１ 「いじめ対策委員会」の位置づけ 

いじめに関する発見･通報を受けた場合には、「いじめ対策委員会」を中心として組織

で対応する。（和田小学校 いじめ防止等の基本的な方針より） 

いじめ対策委員会の構成および実施 

 

構 

成 

員 

委員長 ・校長 

副委員長 ・教頭、主幹教諭、生徒指導主任、いじめ対策コーディネーター 

委 員 ・学年主任、学級担任、養護教諭、通級指導教室(LD 等)担当等 

特別委員 ・スクールカウンセラー（SC） 

・スクールソーシャルワーカー（SSW） 

・PTA 代表、民生委員、主任児童委員 

会議の実施 ・生徒指導委員会 ・校内いじめ対策委員会 

状況報告の場 ・学校運営協議会 PTA 理事会、保護者会等 

  ※ 特別委員は、必要に応じて招集する。 

 

２ 招集までの情報の流れ 

 

担任（担当）

• いじめの「疑い」のある情報を得た場合、速やかに学年主任へ報告、相談する。

• 学年主任が不在の場合は、生徒指導や教務（主幹）へ報告、相談する。

学年主任

• 学年としての対応方針について生徒指導へ報告する。

• 生徒指導不在時や緊急時は、直接管理職へ を入れる。

生徒指導

• 学年の対応方針についてリスク管理や助言をする。

• 教務（主幹）、教頭、校長へ を入れ対応方針を確認する。

• 管理職からの指導や方針の転換等について、学年へ伝達する。

校長

• 「一報」を受け、対応の方
針に対して指導する。

• いじめ対策委員会の招集
を判断する。

• 緊急に招集をする場合も
ある。

教頭

• 「一報」を受け、対応の方
針に対して指導する。

• 内容に応じて、いじめ対
策委員会の招集について
校長に上申する。

教務（主幹）

• 対応についてリスク管理
や助言をする。

• 対応にあたる職員や学年
のフォロー体制を整える。
（助勤・児童管理等）



３ いじめ対策委員会のパターン 

 

委員長 ・校長 

副委員長 ・教頭、主幹教諭、生徒指導主任、いじめ対策コーディネーター 

委 員 ・学年主任、学級担任、養護教諭、発達支援コーディネーター、 

通級指導教室(LD 等)担当等 

 

委員長 ・校長 

副委員長 ・教頭、主幹教諭、生徒指導主任、いじめ対策コーディネーター 

委 員 ・学年主任、養護教諭、該当学年担任 

発達支援コーディネーター 

 

委員長 ・校長 

副委員長 ・教頭、主幹教諭、生徒指導主任、いじめ対策コーディネーター 

委 員 ・該当学年主任、該当児童担任 

※ 校長不在時には、教頭が委員長を代行する。 

 

４ 緊急Ａ・緊急Ｂパターンでの役割 

 該当学年からの「報告」や「対応方針の提示」をもとに、組織的に今後の対応（いつ

だれが・だれに対して・何を）を決定することを目的とする。役割は以下のとおりとする。 

＜校⾧＞

責任者

＜教頭＞

助言者

＜主幹教諭＞

進行・論点整理

＜該当学年＞

状況説明（担任）

対応方針提示（主任）

＜他学年・養護・通級＞

不足している情報の確認

対応方針への意見

＜生徒指導＞

助言者

会議録作成



５ 開催後のフローチャート（R4 11/30 版） 

  
委員会で決定した 

対応方針に沿って対応

担任・学年主任は進捗状況を

生徒指導（教頭）へ報告する。 

生徒指導（教頭）は内容を

校長へ報告。 

方針の転換が必要

な情報はあるか？ 

ある ない 

校長は新しい情報の緊急度

や重大性を判断する。 

そのまま対応を続ける。 

校長からの指導が入る

場合もある。 

緊急「A」を再招集 緊急「B」を再招集 
対応の状況について、定例会

もしくは臨時会（緊急 A・B）で

報告し、共通理解をする。 

＜記録の入力＞ 

概要 → いじめ対応状況 

詳細 → スズキ校務 


